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◆背景
マラリアをはじめとする多くの原虫感染症の診断方法として、血液塗沫

検査法や感染によって産生される血液中の副産物を測定する方法などがあ
ります。しかしこれらの方法は感染初期段階では判定が困難である他、副
産物を産生しない原虫感染症を検知できないなどの課題がありました。

◆実験概要
◆応用が期待される分野

・原虫感染書の検査装置

Fig.2 マラリア原虫感染マウスのインピーダンス測定結果
マラリア感染初期段階の赤血球濃度を0.01%, 0.1%, 0.5%に調整した検体と非
感染血液のレジスタンスおよびリアクタンスの測定を行った(測定方法：Fig.1)。
得られたレジスタンスおよびリアクタンスの差(Ω)をプロットした結果、マラリ
ア感染初期ステージの赤血球の1/10000の濃度(赤血球感染率0.01%)であっても
検知可能であることが確認された。また、レジスタンスおよびリアクタンスの特
性から感染率も推定できることが明らかになった。

◆発明概要
本発明は原虫感染症の新規検査技術です。発明者らは原虫感染によって

生じる血液細胞(全血、赤血球、白血球または血漿)の物理的な特性の変化
をインピーダンス(レジスタンス、リアクタンス)の変化として検知できる
事を見出しました。本発明によれば、従来技術では難しかった感染初期段
階や副産物を産生しない原虫の感染にも高精度かつ迅速に検知することが
できます。

電極が設置された小容器に血液
細胞を500μl分注し、周波数を
0.1MHzから300MHzまで変化さ
せてインピーダンス(レジスタン
ス、リアクタンス)を20秒ずつ測
定する。

a: 赤血球感染率0.01％
b: 赤血球感染率0.1％
c: 赤血球感染率0.5％
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より精度よく、簡便に原虫感染症を検知できる、新しい検査技術のご紹介です。

Fig.1 インピーダンス測定装置(本発明)および測定方法
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